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注 記 事 項

Ⅰ 重要な会計方針

１．運営費交付金収益の計上基準

期間進行基準を採用しています。

なお、退職一時金、土地建物賃借料及びＰＦＩ事業維持管理費等については費用進行基

準を、また、研究経費及び共同利用・共同研究経費の一部については成果進行基準を採用

しています。

２．減価償却の会計処理方法

(1) 有形固定資産

定額法を採用しています。

耐用年数については法人税法上の耐用年数を採用していますが、受託研究収入等によ

り購入した償却資産については当該受託研究等期間を耐用年数としています。

主な資産の耐用年数は以下のとおりです。

建物 ９～５０年

構築物 １０～６０年

工具器具備品 ５～１５年

車両運搬具 ５年

また、特定の償却資産（国立大学法人会計基準第83）の減価償却相当額については、

損益外減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しています。

(2) 無形固定資産

定額法を採用しています。

なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年）

に基づいています。

３．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準

退職一時金については、運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付にかか

る引当金は計上していません。

なお、国立大学法人等業務実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、自

己都合要支給額に基づき計算された退職一時金に係る退職給付引当金の当期増加額を計上

しています。

４．貸倒引当金の計上

将来の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権及び破産更生債権等については個別の債権の回収可能性を検討して、回収不能見込額

を計上しています。
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５．国立大学法人等業務実施コスト計算書における機会費用の計上方法

(1) 国等の財産の無償又は減額された使用料による賃借取引の機会費用の計算方法

近隣の地代や賃借料を参考に計算しています。

なお、工具器具備品については、減価償却費相当額を計上しています。

(2) 政府出資等の機会費用の計算に使用した利率

新発10年国債の平成19年3月末利回りを参考に1.65%で計算しています。

６．リース取引の会計処理

リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理によっています。

７．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理方法は、税込方式によっています。

８．財務諸表及び附属明細書の端数処理

財務諸表及び附属明細書は、千円未満切捨により作成しています。

９．固定資産の減損に係る国立大学法人会計基準

当事業年度より、固定資産の減損に係る国立大学法人会計基準(「固定資産の減損に係

る国立大学法人会計基準の設定及び国立大学法人会計基準の改訂について （国立大学法」

人会計基準等検討会議 平成17年12月22日)及び「 固定資産の減損に係る国立大学法人会「

計基準 及び 固定資産の減損に係る国立大学法人会計基準注解 に関する実務指針 文」 「 」 」（

部科学省、日本公認会計士協会 平成19年3月1日）を適用しております。これにより資本

剰余金は342千円減少しております。

Ⅱ 貸借対照表

１．運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額は、3,762,830千円です。

２．貸借対照表日後一年以内のＰＦＩ期間に係るサービス部分の対価支払予定額は、

69,944千円です。

貸借対照表日後一年を越えるＰＦＩ期間に係るサービス部分の対価支払予定額は、

747,127千円です。

Ⅲ キャッシュ・フロー計算書

１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 4,037,356千円

資金期末残高 4,037,356千円
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２．重要な非資金取引

寄附受による資産の増加 107,757千円

Ⅳ 重要な債務負担行為

、 。当事業年度に契約を締結し 翌年度以降に支払が発生する重要なものは以下のとおりです

契約件名 契約金額 翌期以降支払金額

（立川）総合研究棟Ⅰ（仕上） 827,094千円 486,891千円

（立川）総合研究棟Ⅱ（軸Ⅱ） 792,834千円 468,209千円

国立歴史民俗博物館総合展示

リニューアル第３展示室展示工事 264,600千円 105,840千円

国立民族学博物館

電気・機械設備管理業務 108,675千円 72,450千円

Ⅴ 固定資産の減損に係る注記事項

減損を認識した固定資産

用 途 電話加入権

種 類 電話加入権

場 所 千葉県佐倉市他

帳簿価額 1,470千円

減損の認識に至った経緯 休止中で将来の使用見込が客観的

に存在しない

減損額のうち損益計算書に －

計上した金額

減損額のうち損益計算書に 342千円

計上していない金額

回収可能サービス価額 正味売却価額

算定方法の概要 相続税評価額による

Ⅵ 重要な後発事象

該当事項はありません。



附 属 明 細 書



附属明細書

1.固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（第８３ 特定の償却資産の減価に

係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む ）及び減損損失の明細・ １０。

2.たな卸資産の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１

3.無償使用国有財産等の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

4.ＰＦＩの明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

5.有価証券の明細

5-1 流動資産として計上された有価証券 ・・・・・・・・・・・・・・・ １４

5-2 投資その他の資産として計上された有価証券 ・・・・・・・・・・・ １４

6.出資金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

7.長期貸付金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６

8.借入金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７

9.国立大学法人等債の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １８

10.引当金の明細

10-1 引当金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９

10-2 貸付金等に対する貸倒引当金の明細・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９

10-3 退職給付引当金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９

11.保証債務の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０

12.資本金及び資本剰余金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１

13.積立金の明細及び目的積立金の取崩しの明細

13-1 積立金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２

13-2 目的積立金の取崩しの明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２

14.業務費及び一般管理費の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２３

15.運営費交付金債務及び運営費交付金収益の明細

15-1 運営費交付金債務 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６

15-2 運営費交付金収益 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６

16.運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

16-1 施設費の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７

16-2 補助金等の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２７

17.役員及び教職員の給与の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８

18.開示すべきセグメント情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９

19.寄附金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０

20.受託研究の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１

21.共同研究の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２

22.受託事業等の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３

23.科学研究費補助金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４

24.上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

24-1 現金及び預金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５

24-2 長期未払金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５

24-3 未払金の明細 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３５

25.関連公益法人の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６


























































